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２
．
五
天
山
公
園
で
地
形
の
特
徴
と
米
作
の
歴
史
を

　

学
ぶ

　

午
前
九
時
、
参
加
者
一
行
を
乗
せ
た
バ
ス
は
、
Ｊ
Ｒ
札

幌
駅
北
口
前
を
出
発
。
今
回
は
出
発
時
か
ら
最
後
ま
で
、

バ
ス
に
ガ
イ
ド
役
の
方
が
同
乗
し
、
視
察
先
の
地
域
や
史

跡
な
ど
に
関
す
る
解
説
を
随
時
行
っ
た
。
ガ
イ
ド
は
「
発

寒
歴
史
漫
歩
倶
楽
部
」
と
い
う
団
体
で
代
表
を
務
め
る
国

田
洋
治
さ
ん
。
同
団
体
は
、
二
〇
一
一
年
の
発
足
で
、「
発

寒
の
歴
史
を
学
び
、
発
見
す
る
有
志
の
会
」
と
の
こ
と
で

あ
る（

１
）。

　

国
田
さ
ん
の
ガ
イ
ド
の
も
と
、
バ
ス
は
ま
ず
、
北
一
条

通
り
か
ら
北
海
道
神
宮
の
北
側
を
抜
け
て
西
進
し
、
琴
似

発
寒
川
に
沿
っ
て
進
ん
だ
先
、
西
区
福
井
地
区
の
「
五ご

て
ん天

山ざ
ん

公
園
」
へ
と
辿
り
着
い
た
。
同
公
園
は
現
在
、
指
定
管

理
者
制
度
が
適
用
さ
れ
て
お
り
、
公
設
民
営
の
運
営
体
制

が
と
ら
れ
て
い
る
。
現
行
の
指
定
管
理
団
体（

２
）に
よ
る
と
、

「
五
天
山
を
望
む
広
大
な
敷
地
に
、
パ
ー
ク
ゴ
ル
フ
場
や
炊

１
．
前
回
と
同
じ
く
、
コ
ロ
ナ
禍
で
縮
小
開
催

　

一
般
社
団
法
人
北
海
道
労
働
文
化
協
会
（
会
長
＝
神
谷

忠
孝
・
北
海
道
大
学
名
誉
教
授
）（
以
下
、
労
文
協
）
は

二
〇
二
一
年
一
〇
月
三
〇
日
、「
第
四
二
回
全
道
勤
労
者

文
学
歴
史
探
訪
」（
以
下
、文
学
歴
史
探
訪
）
を
開
催
し
た
。

抜
け
る
よ
う
な
快
晴
の
も
と
、
道
内
か
ら
二
六
人
が
参
加

し
た
。

　

労
文
協
主
催
の
文
学
歴
史
探
訪
は
、
年
一
回
程
度
の

ペ
ー
ス
で
長
年
続
け
ら
れ
て
き
た
現
地
視
察
事
業
で
あ

り
、
毎
回
、
視
察
先
と
テ
ー
マ
を
定
め
、
史
跡
や
歴
史
的

遺
構
、
博
物
館
・
美
術
館
な
ど
の
文
教
施
設
、
自
然
景
勝

地
な
ど
を
訪
れ
る
。
参
加
者
は
会
員
な
ど
か
ら
募
集
し
、

貸
切
バ
ス
で
一
泊
二
日
な
い
し
二
泊
三
日
の
日
程
で
旅
を

す
る
と
い
う
の
が
通
例
で
あ
る
。

　

前
回
＝
第
四
一
回
の
文
学
歴
史
探
訪
（
二
〇
二
〇
年
九

月
二
九
日
）
は
、
コ
ロ
ナ
禍
の
影
響
を
考
慮
し
、
十
勝
方

面
の
視
察
と
い
う
当
初
の
計
画
を
断
念
し
、
札
幌
市
内
の

文
化
遺
産
な
ど
を
一
日
日
程
（
午
前
九
時
～
午
後
五
時
）

で
巡
る
内
容
に
縮
小
さ
れ
て
の
開
催
と
な
っ
た
。
今
回
の

第
四
二
回
も
、
当
初
は
十
勝
方
面
の
視
察
を
め
ざ
し
た
も

の
の
、
な
か
な
か
収
束
し
な
い
コ
ロ
ナ
禍
を
理
由
に
当
初

計
画
は
前
回
同
様
断
念
さ
れ
、
実
施
日
も
当
初
予
定
（
九

月
下
旬
）
か
ら
一
カ
月
ほ
ど
延
期
し
た
上
で
、
札
幌
市
内

を
一
日
日
程
で
巡
る
縮
小
開
催
と
な
っ
た
。

　

今
回
の
視
察
先
は
、
前
回
と
同
じ
く
札
幌
市
内
だ
が
、

視
察
先
を
市
西
部
に
位
置
す
る
西
区
・
手
稲
区
に
限
定
す

る
こ
と
、「
屯
田
兵
」
な
ど
を
メ
イ
ン
テ
ー
マ
に
据
え
る

こ
と
に
よ
っ
て
一
定
の
差
異
化
を
図
っ
て
い
る
こ
と
が
う

か
が
え
た
。
前
回
に
続
き
今
回
も
、
札
幌
市
の
始
ま
り
の

歴
史
を
深
掘
り
す
る
好
機
と
な
り
、
一
日
日
程
な
が
ら
充

実
し
た
内
容
と
な
っ
た
。

　

こ
の
第
四
二
回
文
学
歴
史
探
訪
に
、
当
研
究
所
か
ら
は
、

所
内
設
置
の「
北
海
道
近
現
代
史
研
究
会
」（
主
査
＝
押
谷
一
・

酪
農
学
園
大
学
教
授
）
の
活
動
の
一
環
と
し
て
、
同
研
究
会

の
メ
ン
バ
ー
四
人
の
う
ち
、筆
者
を
含
め
三
人
が
参
加
し
た
。

当
日
の
様
子
に
つ
い
て
以
下
に
概
要
を
報
告
す
る
。

　

正　

木　

浩　

司

北
海
道
近
現
代
史
研
究
会
・
レ
ポ
ー
ト

札
幌
開
拓
の
残
照
を
西
区
・
手
稲
区
に
辿
る

　
─「
第
四
二
回
全
道
勤
労
者
文
学
歴
史
探
訪
」に
参
加
し
て
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事
場
な
ど
を
備
え
る
総
合
公
園
」
と
紹
介
さ
れ
て
い
る（
３
）。

　

公
園
に
到
着
す
る
と
、
一
人
の
現
地
ガ
イ
ド
の
方
が
待

機
し
て
い
た
。
元
高
校
教
師
で
、
こ
の
地
区
の
歴
史
や
地

形
に
関
す
る
調
査
を
続
け
て
い
る
柏
原
信
さ
ん
で
あ
る
。

五
天
山
公
園
で
の
視
察
の
中
心
は
、
園
内
に
復
元
さ
れ
た

「
水
車
小
屋
」
で
あ
っ
た
。

　

現
在
で
は
札
幌
市
西
区
に
含
ま
れ
る
西
野
、
福
井
、
平

和
、
西
町
、
発
寒
の
各
地
区
は
「
発
寒
川
扇
状
地
」
に
属

す
る（

４
）。
こ
の
う
ち
西
野
、
平
和
、
福
井
は
、
明
治
期
に
本

州
か
ら
の
移
住
者
が
本
格
的
に
開
拓
を
進
め
、
市
内
有
数

の
米
作
地
帯
と
な
っ
た
と
い
う
。
そ
の
原
動
力
と
な
っ
た

の
が
、
琴
似
発
寒
川
な
ど
の
河
川
か
ら
取
水
す
る
農
業
用

水
路
の
整
備
で
あ
る
。
柏
原
さ
ん
に
よ
る
と
、
発
寒
川
扇

状
地
の
特
徴
は
何
よ
り
急
勾
配
に
あ
る
と
い
う
。
五
天
山

公
園
は
海
抜
高
度
が
一
四
〇
㍍
あ
り
、「
札
幌
の
テ
レ
ビ

塔
の
て
っ
ぺ
ん
の
ア
ン
テ
ナ
の
先
と
同
じ
く
ら
い
」、「
Ｊ

Ｒ
発
寒
中
央
駅
ま
で
は
約
六
㌔
で
高
度
差
は
一
二
五
㍍
。

平
均
勾
配
は
一
〇
〇
〇
㍍
あ
た
り
二
〇
㍍
強
」、「
豊
平
川

の
平
均
勾
配
の
二
倍
と
い
う
驚
き
の
急
勾
配
」

（
５
）と
の
こ
と
。

こ
こ
に
農
業
用
水
路
が
張
り
巡
ら
さ
れ
、米
作
を
支
え
た
。

　

水
車
も
こ
の
地
区
で
の
米
作
の
展
開
に
大
き
な
役
割
を

果
た
し
た
も
の
で
あ
る
。
ピ
ー
ク
時
（
昭
和
二
〇
年
代
）

に
は
西
野
地
区
だ
け
で
も
一
四
〇
基
あ
り
、
こ
れ
を
用
い

て
主
に
収
穫
後
の
つ
き
臼
（
籾
摺
り
）
を
行
っ
て
い
た
。

現
在
は
宅
地
化
さ
れ
た
こ
の
地
区
で
当
時
の
状
況
を
嗅
ぎ

取
る
こ
と
は
困
難
だ
が
、
復
元
さ
れ
た
水
車
は
、
こ
の
地

区
で
か
つ
て
隆
盛
を
誇
っ
た
米
作
の
歴
史
と
、
そ
れ
を
支

え
た
地
理
的
な
特
性
を
も
伝
え
て
い
る
。

３
．
手
稲
山
口
の
明
治
史
を
伝
え
る
バ
ッ
タ
塚
と

　

運
河

　

五
天
山
公
園
を
去
っ
た
一
行
は
、
次
の
目
的
地
「
山
口

緑
地
」

（
６
）（
手
稲
区
手
稲
山
口
二
九
五

－

一
）へ
向
け
て
移
動
。

五
天
山
公
園
か
ら
山
口
緑
地
へ
向
か
う
と
な
れ
ば
相
応
の

時
間
が
か
か
る
た
め
、
こ
の
や
や
長
め
の
移
動
の
機
会
を

捉
え
て
恒
例
の
神
谷
会
長
に
よ
る
「
車
中
講
話
」
が
車
内

で
行
わ
れ
、
小
説
の
中
に
描
か
れ
た
札
幌
の
描
写
を
通
じ

て
市
史
の
一
端
を
学
ん
だ
。

　

あ
わ
せ
て
、
国
田
さ
ん
の
ガ
イ
ド
に
よ
り
、
車
窓
か
ら

手
稲
山
中
腹
に
位
置
す
る
「
旧
手
稲
鉱
山
選
鉱
所
跡
」（
手

稲
区
稲
穂
）
を
木
々
の
隙
間
に
展
望
し
た
。
同
鉱
山
は
明

治
期
に
採
掘
が
始
ま
り
、
一
九
四
三
（
昭
和
一
八
）
年
に

鉱
石
産
出
量
の
ピ
ー
ク
を
迎
え
た
後
、
戦
後
の
財
閥
解
体

な
ど
に
伴
い
急
速
に
衰
退
し
、
一
九
七
一
（
昭
和
四
六
）

年
に
完
全
閉
山
と
な
っ
て
い
る
。
往
時
の
隆
盛
は
「
金か

な
や
ま山
」

の
地
名
に
残
る
。

　

山
口
緑
地
に
到
着
す
る
と
、
バ
ス
は
さ
ら
に
緑
地
内
の

細
い
道
を
分
け
入
り
、北
端
に
あ
る
史
跡「
手
稲
山
口
バ
ッ

タ
塚
」
へ
と
辿
り
着
い
た
。
明
治
期
に
こ
の
地
で
発
生
し

た
蝗こ

う
が
い害
の
歴
史
的
事
実
を
伝
え
る
札
幌
市
指
定
史
跡
（
一

九
七
八
年
八
月
二
一
日
指
定
）
で
あ
る
。

　
「
蝗
」
は
「
イ
ナ
ゴ
」
と
も
読
ま
れ
、
バ
ッ
タ
科
の
昆

虫
類
全
般
を
指
す
。
蝗
害
と
は
す
な
わ
ち
、
バ
ッ
タ
が
大

量
発
生
し
、
農
作
物
を
食
い
尽
く
す
な
ど
し
て
人
の
社
会

＜付表＞　主な視察先

五天山公園内に復元された水車小屋
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や
生
活
に
ダ
メ
ー
ジ
を
与
え
る
自
然
災
害
で
あ
る
。
二
〇

一
九
年
以
降
、
東
ア
フ
リ
カ
で
サ
バ
ク
ト
ビ
バ
ッ
タ
が
断

続
的
に
大
量
発
生
し
、
中
東
や
ア
ジ
ア
の
国
々
に
も
飛
来

し
て
、
農
作
物
な
ど
に
大
き
な
被
害
を
出
し
て
い
る
こ
と

は
記
憶
に
新
し
い
。『
聖
書
』
を
構
成
す
る
「
出
エ
ジ
プ

ト
記
」
や
「
黙
示
録
」
に
も
登
場
す
る
、
人
類
に
と
っ
て

は
は
る
か
昔
か
ら
厄
介
な
自
然
災
害
の
一
つ
で
あ
る
。

　

こ
れ
が
明
治
期
の
一
八
八
〇
年
代
前
半
期
に
北
海
道
内

で
発
生
し
、
十
勝
か
ら
始
ま
り
、
日
高
、
胆
振
を
経
て
、

札
幌
に
も
飛
び
火
し
て
、
当
時
の
入
植
か
ら
間
も
な
い
開

拓
民
た
ち
を
苦
難
に
陥
れ
た
。
バ
ッ
タ
塚
に
は
、
こ
の
当

時
大
量
発
生
し
た
ト
ノ
サ
マ
バ
ッ
タ
の
死
骸
や
卵
が
集
め

ら
れ
、
土
中
に
埋
め
ら
れ
て
い
る
。

　

山
口
緑
地
を
去
っ
て
数
分
、
次
に
降
り
立
っ
た
の
は
小

さ
な
橋
の
上
で
あ
っ
た
。
橋
の
名
は
「
星
置
２
号
橋
」
で
、

市
立
星
置
中
学
校
（
手
稲
区
星
置
三

－

五
）
の
北
側
に
位

置
す
る
。
こ
の
橋
が
架
か
っ
て
い
る
の
は
「
山
口
運
河
」

で
、
同
橋
付
近
の
河
川
敷
を
短
時
間
な
が
ら
散
策
し
た
。

整
備
さ
れ
た
散
策
路
の
清
潔
感
と
、
水
上
で
戯
れ
る
カ
モ

の
群
れ
が
印
象
に
残
る
。

　

山
口
運
河
は
、
か
つ
て
は
山
口
村
と
呼
ば
れ
た
地
区
へ

の
生
活
物
資
の
舟
運
や
農
業
用
水
の
引
き
入
れ
、
排
水
な

ど
を
目
的
に
、「
花
畔
・
銭
函
間
運
河
」
の
一
部
と
し
て
一

八
九
七
（
明
治
三
〇
）
年
に
開
通
さ
れ
た
。
し
か
し
、
程
な

く
付
近
で
鉄
道
の
整
備
が
進
ん
だ
影
響
な
ど
に
よ
り
、
七
年

ほ
ど
で
当
初
の
役
割
を
終
え
た
経
緯
が
あ
る
。
こ
の
運
河
を

め
ぐ
る
状
況
が
大
き
く
変
わ
っ
た
の
は
開
通
か
ら
一
〇
〇
年

が
経
過
し
た
一
九
九
〇
年
代
後
半
の
こ
と
。
地
域
住
民
の
意

向
を
受
け
て
、
護
岸
・
散
策
路
が
市
に
よ
っ
て
整
備
さ
れ
た

ほ
か
、
地
区
の
歴
史
を
後
世
に
伝
え
る
こ
と
な
ど
を
目
的
に

「
手
稲
山
口
運
河
ま
つ
り
」
が
毎
秋
開
催
さ
れ
る
よ
う
に
な

り
、
二
〇
一
九
年
で
二
三
回
目
を
数
え
て
い
る（

７
）。

４
．
北
海
道
に
最
初
に
入
植
し
た
屯
田
兵
「
琴
似

　

屯
田
」

　

星
置
地
区
で
の
山
口
運
河
の
視
察
を
終
え
る
と
、
手
稲

区
民
セ
ン
タ
ー
（
手
稲
区
前
田
一

－

一
一
）
へ
移
動
。
セ

ン
タ
ー
内
の
会
議
室
で
昼
食
休
憩
を
と
っ
た
後
、
特
別
講

演
を
聴
講
す
る
こ
と
に
な
っ
て
い
た
。

　

特
別
講
演
の
演
題
は
「
札
幌
の
屯
田
兵

－

警
備
と
開
拓

に
従
事
し
た
先
駆
者
」、
講
師
は
前
回
と
同
じ
く
、
札
幌

市
市
民
文
化
局
所
属
の
文
化
財
保
護
指
導
員
で
あ
る
山
川

伸
也
さ
ん
が
務
め
た
。
六
〇
分
間
の
講
演
で
は
、
ま
ず
屯

田
兵
制
度
に
関
す
る
制
度
創
設
の
前
史
や
背
景
、
明
治
期

以
降
の
全
般
的
な
概
説
を
行
っ
た
上
で
、
午
後
か
ら
の
視

察
日
程
に
組
み
込
ま
れ
て
い
る
琴
似
屯
田
に
関
す
る
説
明

な
ど
が
行
わ
れ
た
。

　

明
治
期
の
北
海
道
へ
の
屯
田
兵
の
入
植
は
一
八
七
五
（
明

治
八
）
年
か
ら
一
八
九
九
（
明
治
三
二
）
年
ま
で
行
わ
れ
、

こ
の
間
に
道
内
各
地
に
三
七
兵
村
が
開
設
さ
れ
、
計
七
三

三
七
戸
が
入
植
し
て
い
る（

８
）。こ
の
う
ち
の
最
初
の
入
植（
兵

村
設
置
）
が
一
八
七
五
～
七
六
（
明
治
八
～
九
）
年
の
「
琴

似
・
発
寒
」
で
あ
り
、
士
族
屯
田
二
四
〇
戸
に
よ
る
兵
村

を
形
成
し
た（

９
）。
現
在
の
札
幌
市
の
枠
で
言
え
ば
、
屯
田
兵
村

手稲山口バッタ塚

山口運河（星置２号橋付近）
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い
た
と
い
う
こ
と
。
後
述
す
る
と
お
り
、
一
八
五
七
（
安
政

三
～
四
）
年
に
は
、
発
寒
の
地
に
永
田
休
蔵
ら
下
級
武
士
約

二
〇
人
が
移
住
し
、
開
墾
も
行
っ
て
い
た
と
い
う
。

　

第
二
に
、屯
田
兵
の
設
置
目
的
に
は
、「
対
ロ
シ
ア
防
備
」

と
「
北
海
道
開
拓
」
の
ほ
か
に
も
う
一
つ
、
地
元
の
民
衆

蜂
起
に
備
え
た
「
北
海
道
の
治
安
維
持
」
の
側
面
も
あ
っ

た
と
い
う
こ
と
で
あ
る
。

５
．
新
川
開
削
工
事
と
囚
人
労
働
の
可
能
性

　

午
後
か
ら
の
視
察
は
、
西
区
の
琴
似
・
発
寒
地
区
の
開
拓

に
関
わ
る
史
跡
等
の
視
察
が
メ
イ
ン
と
な
っ
た
。両
地
区
は
、

一
九
六
五
（
昭
和
三
〇
）
年
に
札
幌
市
と
合
併
す
る
ま
で
は

琴
似
町
と
し
て
存
在
し
て
い
た
と
こ
ろ
で
あ
り
、
琴
似
町
の

発
足
（
一
九
四
二
年
町
制
施
行
）
に
至
る
ま
で
に
も
境
界
の

変
更
が
度
々
く
り
返
さ
れ
た
と
こ
ろ
で
あ
る
。

　

ま
ず
発
寒
地
区
に
入
り
向
か
っ
た
の
は
「
天
狗
橋
」（
西

区
発
寒
一
七

－

四
）
と
い
う
橋
で
あ
る
。
そ
の
名
は
棟
梁

の
あ
だ
名
に
由
来
す
る
と
の
こ
と

（
（1
（

。
天
狗
橋
の
架
か
る
新

川
は
、
全
長
一
三
㌔
、
西
区
内
の
起
点
か
ら
ま
っ
す
ぐ
北

区
と
の
区
境
を
流
れ
、
石
狩
湾
へ
と
注
ぐ
人
口
河
川
で
あ

る
。
主
に
洪
水
対
策
を
目
的
に
一
八
八
〇
年
代
後
半
頃
に

開
削
さ
れ
た
と
い
う
。
そ
し
て
、
確
た
る
証
拠
は
不
十
分

と
さ
れ
な
が
ら
も
、
わ
ず
か
に
伝
わ
る
当
時
の
目
撃
証
言

な
ど
か
ら
、
新
川
の
開
削
工
事
の
労
働
力
は
、
樺
戸
集
治

監
（
月
形
町
）
に
収
監
さ
れ
て
い
た
囚
徒
た
ち
が
担
っ
た

と
さ
れ
る

（
（1
（

。
す
な
わ
ち
、
新
川
は
囚
人
労
働
の
産
物
の
可

能
性
が
あ
る
と
い
う
こ
と
で
あ
る
。

　

樺
戸
集
治
監
は
一
八
八
一
（
明
治
一
四
）
年
の
開
庁
で
、

は
「
琴
似
・
発
寒
」
の
ほ
か
、一
八
七
六
（
明
治
九
）
年
に
「
山

鼻
」（
士
族
屯
田
二
四
〇
戸
）、
一
八
八
七
～
八
八
（
明
治
二

〇
～
二
一
）
年
に
「
新
琴
似
」（
同
二
二
〇
戸
）、
一
八
八
九

（
明
治
二
二
）
年
に
「
篠
路
」（
同
二
二
〇
戸
）
に
も
そ
れ
ぞ

れ
つ
く
ら
れ
て
い
る

（
（1
（

。
講
演
に
よ
る
と
、
最
初
の
事
例
で
あ

る
琴
似
の
屯
田
兵
村
は
、
敷
地
の
区
割
り
や
兵
屋
の
間
取
り

な
ど
に
お
い
て
後
続
の
兵
村
の
基
準
に
な
っ
た
と
い
う
。

　

こ
の
ほ
か
、
講
演
で
新
た
に
学
ん
だ
知
見
と
し
て
、
以

下
の
二
点
が
特
に
印
象
に
残
る
。

　

第
一
に
、
屯
田
兵
制
度
は
明
治
期
に
な
っ
て
突
如
創
設

さ
れ
た
も
の
で
は
な
く
、
そ
の
前
史
と
し
て
、
幕
府
の
政

策
で
あ
る
「
在
住
制
度
」、
す
な
わ
ち
、
幕
府
直
轄
武
士
が

警
備
の
た
め
に
蝦
夷
地
に
通
年
移
住
す
る
制
度
が
存
在
し
て

同
集
治
監
の
囚
徒
が
動
員
さ
れ
た
外
役
（
囚
人
労
働
）
の

産
物
と
し
て
は
、
石
狩
・
空
知
地
域
の
道
路
開
削
や
石
狩

川
の
河
川
浚
渫
な
ど
が
知
ら
れ
る

（
（1
（

。
河
川
改
修
は
道
路
開

削
に
付
帯
す
る
関
連
工
事
と
し
て
行
わ
れ
る
こ
と
が
多

か
っ
た
と
い
い

（
（1
（

、
当
時
の
状
況
を
想
像
さ
せ
る
。

　

囚
人
労
働
は
、
タ
コ
部
屋
労
働
な
ど
と
並
ぶ
強
制
労
働

の
一
形
態
で
あ
り
、
労
働
者
を
人
権
無
視
の
過
酷
な
生

活
・
労
働
環
境
の
も
と
で
働
か
せ
る
も
の
で
あ
る
。
北
見

市
の
「
鎖
塚
」
な
ど
の
史
跡
や
、
網
走
市
の
「
博
物
館
網

走
監
獄
」
の
展
示
物
な
ど
が
語
る
よ
う
に
、
交
通
イ
ン
フ

ラ
の
整
備
や
炭
砿
・
鉱
山
で
の
採
掘
な
ど
、
北
海
道
の
成

り
立
ち
を
語
る
上
で
は
決
し
て
外
せ
な
い
歴
史
的
事
実
で

あ
る
。
そ
れ
は
札
幌
も
例
外
で
は
な
く
、
前
回
の
文
学
歴

史
探
訪
で
は
「
北
海
道
電
力
藻
岩
発
電
所
」
の
建
設
工
事

に
お
け
る
タ
コ
部
屋
労
働
の
事
実
を
学
ん
だ
が
、
今
回
も

新
川
開
削
に
関
わ
っ
て
囚
人
労
働
の
可
能
性
に
ぶ
つ
か
る

こ
と
に
な
っ
た
。
事
の
性
質
上
、
未
だ
全
容
が
明
ら
か
に

な
り
き
ら
な
い
領
域
で
あ
り
、
こ
の
領
域
も
含
め
た
北
海

道
近
代
史
の
構
築
は
現
在
進
行
形
の
課
題
で
あ
ろ
う
。

６
．
発
寒
か
ら
琴
似
へ
、
史
跡
か
ら
想
像
す
る
当
時

　

の
風
景

　

天
狗
橋
の
視
察
を
経
て
、「
発
寒
神
社
」（
西
区
発
寒
一

一

－

三
）
前
に
降
り
立
っ
た
一
行
は
、
同
神
社
の
境
内
に

あ
る
「
発
寒
移
住
記
念
碑
」
や
「
環
状
列
石
」
な
ど
を
視

察
し
た
後
、
近
距
離
に
あ
る
「
春
日
緑
地
」（
西
区
発
寒
一

〇

－

四
）
へ
は
徒
歩
で
移
動
し
、
こ
こ
に
建
て
ら
れ
た
「
発

寒
開
村
記
念
碑
」
と
「
永
田
休
蔵
の
碑
」
を
視
察
し
た
。
永

特別講演の様子（手稲区民センター）
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さ
れ
て
い
る
「
琴
似
屯
田
兵
村
兵
屋
」（
北
海
道
指
定
有

形
文
化
財
、
一
九
六
四
年
一
〇
月
三
日
指
定
）
は
、
理
由

は
記
憶
に
無
い
が
、
こ
の
日
は
観
覧
不
可
と
さ
れ
、
残
念

な
が
ら
実
見
は
叶
わ
な
か
っ
た
。

　

同
神
社
の
向
か
い
に
は
札
幌
市
西
区
役
所
（
西
区
琴
似

二

－

七
）
が
あ
り
、
前
庭
は
「
屯
田
の
森
」
の
名
で
整
備

さ
れ
て
い
る
。
そ
の
敷
地
内
に
は「
琴
似
屯
田
開
村
記
念
碑
」

な
ど
、
琴
似
屯
田
兵
村
に
関
わ
る
五
つ
も
の
石
碑

（
（1
（

が
並
ぶ
。

　

地
区
の
開
基
の
時
期
に
つ
い
て
、
発
寒
が
「
幕
末
の
在

住
制
度
に
基
づ
く
下
級
武
士
の
移
住
」
を
機
と
し
て
い
た

の
に
対
し
、琴
似
は
「
明
治
期
の
琴
似
屯
田
兵
村
の
入
植
」

を
機
と
し
て
お
り
、
両
地
区
の
対
称
性
が
興
味
深
く
感
じ

ら
れ
た
。
発
寒
神
社
と
琴
似
神
社
の
創
建
も
、
両
地
区
の

開
基
に
対
応
し
て
い
る
こ
と
が
あ
ら
た
め
て
確
認
さ
れ
た
。

　

今
次
文
学
歴
史
探
訪
は
「
屯
田
の
森
」
が
最
後
の
訪
問

先
と
な
り
、
ガ
イ
ド
の
国
田
さ
ん
に
よ
る
説
明
が
終
わ
っ

た
と
こ
ろ
で
全
日
程
を
終
了
し
、
帰
路
に
つ
い
た
。

　

今
回
の
文
学
歴
史
探
訪
で
は
、
西
区
・
手
稲
区
に
あ
る

数
多
く
の
史
跡
や
石
碑
な
ど
の
存
在
を
あ
ら
た
め
て
知

り
、
そ
の
い
く
つ
か
を
実
見
し
て
き
た
が
、
こ
れ
ら
は
ほ

ん
の
一
部
に
過
ぎ
な
い
。
ま
た
、
資
料
館
等
の
施
設
は
一

切
訪
問
し
て
い
な
い
。
さ
ら
に
「
屯
田
兵
」
に
テ
ー
マ
を

焦
点
化
す
れ
ば
、
札
幌
市
内
に
限
っ
て
も
、
北
区
の
新
琴

似
お
よ
び
篠
路
、
中
央
区
の
山
鼻
に
探
求
の
余
地
が
残
さ

れ
て
い
る
。
時
機
を
見
な
が
ら
こ
れ
ら
の
視
察
も
可
能
な
限

り
実
施
し
、
札
幌
市
史
に
関
す
る
情
報
収
集
、
あ
る
い
は
深

掘
り
に
さ
ら
に
取
り
組
ん
で
い
き
た
い
と
考
え
て
い
る
。

　

な
お
、
本
稿
で
扱
っ
た
第
四
二
回
文
学
歴
史
探
訪
に
つ

い
て
は
、
す
で
に
主
催
団
体
で
あ
る
労
文
協
の
会
報
『
労

田
休
蔵
は
前
出
の
在
住
制
度
に
よ
り
幕
府
が
派
遣
し
た
下
級

武
士
の
一
人
で
あ
る
。
彼
ら
は
一
八
五
七
年
、
約
二
〇
名
の

一
団
と
し
て
発
寒
の
地
に
移
住
し
、
こ
こ
で
警
備
の
ほ
か
開

墾
も
行
っ
て
い
た
と
い
う
こ
と
は
前
節
で
述
べ
た
。
発
寒
神

社
は
彼
ら
が
創
建
し
た
稲
荷
社
が
ル
ー
ツ
で
あ
る

（
（1
（

。

　

春
日
緑
地
を
去
る
と
、
バ
ス
で
琴
似
地
区
へ
移
動
し
、

「
琴
似
屯
田
兵
村
兵
屋
跡
」（
西
区
琴
似
二

－

五
）
へ
。
国

指
定
史
跡
の
指
定
（
一
九
八
二
年
五
月
七
日
）
も
受
け
て

い
る
こ
の
史
跡
は

（
（1
（

、
現
地
で
配
付
さ
れ
て
い
る
リ
ー
フ

レ
ッ
ト
の
解
説
に
よ
る
と
、「
一
八
七
五
（
明
治
八
）
年

の
屯
田
兵
入
植
時
に
、
開
拓
史
か
ら
宮
城
県
亘わ

た
り理
郡
小こ
づ
つ
み堤

村
出
身
の
清
野
専
次
郞
に
住
宅
と
し
て
与
え
ら
れ
た
第
一

三
三
号
の
兵
屋
」
を
復
元
し
た
も
の
と
い
う
。
修
理
や
解

体
を
経
て
一
九
七
二
年
に
復
元
さ
れ
、
ほ
ぼ
当
初
の
姿
を

保
っ
て
い
る
と
い
う
。
当
時
の
兵
村
の
区
画
で
は
、
一
戸

当
た
り
一
五
〇
坪
の
敷
地
が
与
え
ら
れ
た
が
、
家
屋
に
限

る
と
敷
地
面
積
は
一
七
坪
半
ほ
ど
で
あ
っ
た
と
い
う
。
屋

内
は
土
間
と
居
間
と
畳
の
寝
室
が
二
つ
と
い
っ
た
間
取
り

で
あ
る
。
こ
ぢ
ん
ま
り
と
し
た
屋
内
の
様
子
か
ら
、
当
時

の
質
素
な
生
活
が
想
像
さ
れ
た
。

　

そ
の
後
、「
琴
似
神
社
」（
西
区
琴
似
一

－

七
）
へ
と
移

動
し
、
境
内
を
し
ば
し
散
策
す
る
。
こ
の
神
社
は
、
琴
似

屯
田
兵
村
の
入
植
者
た
ち
が
、
自
ら
の
出
身
地
で
あ
る
亘

理
藩
（
現
在
の
宮
城
県
）
の
藩
祖
・
伊
達
藤
五
郎
成
実
公

を
神
格
化
し
て
創
建
し
た
「
武た

け
は
や早
神
社
」
が
前
身
で
あ
り
（
（1
（

、

琴
似
屯
田
と
の
つ
な
が
り
が
元
よ
り
深
い
。
こ
こ
に
復
元

琴似屯田兵村兵屋跡

春日緑地の２つの石碑
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二
〇
二
一
年
一
月

【
参
照
ウ
ェ
ブ
サ
イ
ト
】

・　

公
益
財
団
法
人
札
幌
市
公
園
緑
化
協
会

　
　
　

https://w
w

w.sapporo-park.or.jp/

・　

五
天
山
・
宮
丘
パ
ー
ク
マ
ネ
ー
ジ
メ
ン
ト
グ
ル
ー
プ

　
　
　

http://w
w

w.nankoen.co.jp/gm
pm

g/

・　

札
幌
市
北
区
役
所＞

歴
史
と
文
化

　
　
　

https://w
w

w.city.sapporo.jp/kitaku/syoukai/

　
　
　

rekishi/index.htm
l

・　

札
幌
市
手
稲
区
役
所＞

手
稲
の
ま
ち
の
案
内
板

　
　
　

https://w
w

w.city.sapporo.jp/teine/chiku/index.

　
　
　

htm
l#index10

・　

札
幌
市
西
区
役
所＞

地
区
別
の
歴
史

　
　
　

https://w
w

w.city.sapporo.jp/nishi/syoukai/

　
　
　

rekishi/rekishi_area.htm
l

・　

札
幌
市
役
所＞

コ
ラ
ム
「
川
の
す
が
た
」

　
　
　

https://w
w

w.city.sapporo.jp/kensetsu/kasen/

　
　
　

sugata/index.htm
l

・　

札
幌
市
役
所＞

札
幌
市
内
の
指
定
文
化
財
（
国
・
道
・
市
）

　
　
　

https://w
w

w.city.sapporo.jp/shim
in/bunkazai/

　
　
　

pdf/sitei.htm
l

・　

札
幌
市
役
所＞

指
定
管
理
者
制
度

　
　
　

https://w
w

w.city.sapporo.jp/som
u/

　
　
　

shiteikanrisha/index.htm
l

・　

発
寒
神
社

　
　
　

http://w
w

w.hassam
ujinja.com

/

・　

発
寒
べ
ん
り
帳

　
　
　

http://hassam
u.com

/index.htm
l

・　

北
海
道
遺
産

　
　
　

https://w
w

w.hokkaidoisan.org/

・　

北
海
道
神
社
庁

　
　
　

https://hokkaidojinjacho.jp/

※　

最
終
閲
覧
は
い
ず
れ
も
二
〇
二
二
年
一
月
一
三
日
。

＜

ま
さ
き　

こ
う
じ
・
公
益
社
団
法
人
北
海
道
地
方
自
治
研
究
所
研
究
員＞

仂
文
化
』
第
二
九
二
号
（
二
〇
二
二
年
一
月
一
日
発
行
）

に
詳
細
な
レ
ポ
ー
ト
お
よ
び
関
係
記
事
が
掲
載
さ
れ
て
お

り
、
あ
わ
せ
て
ご
参
照
い
た
だ
け
る
と
幸
い
で
あ
る
。

【
注
】

（
１
）　

ウ
ェ
ブ
サ
イ
ト「
発
寒
べ
ん
り
帳
」の
掲
載
情
報
に
よ
る
。

（
２
）　

五
天
山
公
園
の
二
〇
二
一
年
一
〇
月
現
在
の
指
定
管
理

者
は
「
五
天
山
・
宮
丘
パ
ー
ク
マ
ネ
ー
ジ
メ
ン
ト
グ
ル
ー

プ
」
で
、
株
式
会
社
南
香
園
、
株
式
会
社
真
栄
造
園
、
株

式
会
社
園
建
、
Ｎ
Ｐ
Ｏ
法
人
琴
似
発
寒
川
市
民
フ
ォ
ー

ラ
ム
西
区
ホ
タ
ル
の
会
の
四
社
に
よ
る
共
同
企
業
体
で
あ

る
。
施
設
区
分
は
「
五
天
山
公
園
・
宮
丘
公
園
」。
現
行

指
定
管
理
期
間
は
二
〇
二
一
年
四
月
一
日
か
ら
二
〇
二
六

年
三
月
三
一
日
の
五
年
間
。

（
３
）　

五
天
山
・
宮
丘
パ
ー
ク
マ
ネ
ー
ジ
メ
ン
ト
グ
ル
ー
プ
の

ウ
ェ
ブ
サ
イ
ト
の
掲
載
情
報
に
よ
る
。

（
４
）　

札
幌
市
西
区
役
所
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
掲
載
の
「
地
区
別
の

歴
史
」
を
参
照
し
た
。

（
５
）　

主
催
団
体
作
成
の
当
日
配
付
資
料
八
㌻
。

（
６
）　

山
口
緑
地
に
も
指
定
管
理
者
制
度
が
適
用
さ
れ
て
お
り
、

　
　

二
〇
二
一
年
一
〇
月
現
在
の
指
定
管
理
者
は
「
公
園
緑
化

協
会
・
て
い
ね
グ
リ
ー
ン
コ
ン
ソ
ー
シ
ア
ム
」
で
、
公
益

財
団
法
人
札
幌
市
公
園
緑
化
協
会
、株
式
会
社
ス
ペ
ー
ス
・

デ
ザ
イ
ン
工
業
、
マ
ル
ミ
プ
ラ
ス
株
式
会
社
、
株
式
会
社

横
山
造
園
の
四
社
に
よ
る
共
同
企
業
体
で
あ
る
。
施
設
区

分
は
「
前
田
森
林
公
園
・
星
置
公
園
・
明
日
風
公
園
・
山

口
緑
地
」。
現
行
指
定
管
理
期
間
は
二
〇
一
八
年
四
月
一

日
か
ら
二
〇
二
二
年
三
月
三
一
日
の
四
年
間
。

（
７
）　

以
上
、
本
段
落
に
つ
い
て
は
、
当
日
配
付
資
料
の
ほ
か
、

札
幌
市
役
所
ウ
ェ
ブ
サ
イ
ト
掲
載
の
「
コ
ラ
ム
「
川
の
す

が
た
」」
二
〇
一
九
年
度
第
三
四
号
「
山
口
運
河
」
を
参

照
し
た
。

（
８
）　

有
馬
（
二
〇
二
〇
）
四
四
㌻
。

（
９
）　

有
馬
（
二
〇
二
〇
）
四
八
㌻
お
よ
び
一
六
六
～
一
六
八

㌻
。
発
寒
屯
田
は
琴
似
屯
田
の
分
村
扱
い
で
、
一
個
の
独

立
し
た
兵
村
中
隊
と
は
見
な
さ
れ
て
い
な
か
っ
た
と
い
う

（
一
六
七
㌻
）。

（
10
）　

有
馬
（
二
〇
二
〇
）
四
八
㌻
。

（
11
）　

当
日
配
付
資
料
一
三
㌻
。

（
12
）　

新
川
開
削
工
事
と
囚
人
労
働
の
関
係
に
つ
い
て
は
、
当

日
配
付
資
料
一
三
㌻
の
ほ
か
、
札
幌
市
北
区
役
所
ホ
ー
ム

ペ
ー
ジ
掲
載
の「
歴
史
と
文
化
」の
関
係
記
事
も
参
照
し
た
。

（
13
）　

重
松
（
二
〇
〇
四
）
四
五
㌻
お
よ
び
五
〇
㌻
。

（
14
）　

重
松
（
二
〇
〇
四
）
五
〇
㌻
。

（
15
）　

発
寒
神
社
ウ
ェ
ブ
サ
イ
ト
掲
載
の
「
由
緒
」
に
よ
る
。

（
16
）　
「
琴
似
屯
田
兵
村
兵
屋
跡
」
は
、
道
内
各
地
の
他
の
屯

田
兵
関
係
の
史
跡
・
施
設
と
と
も
に
、「
屯
田
兵
村
と
兵
屋
」

の
枠
組
み
で
、「
北
海
道
遺
産
」
の
指
定
（
第
二
回
選
定

分
（
二
〇
〇
四
年
一
〇
月
二
二
日
選
定
）、
第
四
八
号
）

も
受
け
て
い
る
。

（
17
）　

北
海
道
神
社
庁
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
掲
載
「
琴
似
神
社
」
に

よ
る
。

（
18
）　

本
文
で
紹
介
し
た
「
琴
似
屯
田
開
村
記
念
碑
」
の
ほ
か
、

「
琴
似
屯
田
百
年
記
念
碑
」、「
陸
軍
屯
田
兵
第
一
大
隊
第

一
中
隊
本
部
趾
碑
」、「
屯
田
兵
本
部
趾
碑
」、「
琴
似
屯
田

兵
顕
彰
碑
」
が
あ
る
。

【
参
考
文
献
・
資
料
】

・　

有
馬
尚
経
『
屯
田
兵
と
は
何
か 

そ
の
遺
勲
と
変
遷
』
幻

冬
舎
、
二
〇
二
〇
年
七
月

・　

重
松
一
義
『
史
料 
北
海
道
監
獄
の
歴
史
』
信
山
社
、
二

〇
〇
四
年
一
一
月

・　

北
海
道
労
働
文
化
協
会
事
務
局
「
第
四
二
回
全
道
勤
労
者

文
学
歴
史
探
訪
記 

さ
っ
ぽ
ろ
開
拓
の
歴
史
を
た
ど
る 

そ
し

て
…
語
り
継
ぐ
」
＋
関
係
記
事
（『
労
仂
文
化
』
第
二
九
二

号
所
収
三
～
一
四
㌻
）
一
般
社
団
法
人
北
海
道
労
働
文
化
協

会
、
二
〇
二
二
年
一
月

・　

正
木
浩
司
「
文
化
遺
産
の
視
察
を
通
じ
て
札
幌
の
近
代
史

を
学
び
直
す

－

「
第
四
一
回
全
道
勤
労
者
文
学
歴
史
探
訪
」

に
参
加
し
て
」（『
北
海
道
自
治
研
究
』
第
六
二
四
号
所
収
一

六
～
二
〇
㌻
）
公
益
社
団
法
人
北
海
道
地
方
自
治
研
究
所
、


